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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成24年12月27日(2012.12.27)

【公表番号】特表2012-508155(P2012-508155A)
【公表日】平成24年4月5日(2012.4.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-014
【出願番号】特願2011-535635(P2011-535635)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   9/058    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  31/08    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｇ   9/00    ３０１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月5日(2012.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　これらの精製実験を、窒素でパージしたレトルト加熱炉（ＣＭ加熱炉、モデル１２１２
ＦＬ）内で行った。精製を行うために、加熱炉の温度を２００℃／時間の速度で所望の精
製加熱処理温度まで上昇させ、２時間の間一定に保ち、次いで、室温まで冷ました後に、
周囲雰囲気に曝露した。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　標準的な活性炭（サンプル＃１）および、５００℃または８００℃まで加熱した精製し
た活性炭材料（それぞれ、サンプル＃２および#３）を、元素組成およびボタン電池にお
けるＥＤＬＣ性能について分析した。これらの試験では、アセトニトリル中、テトラフル
オロほう酸テトラエチルアンモニウムの１．５Ｍ溶液を電解質として使用し、また、ボタ
ン電池を２．７Ｖに充電した。これらの分析結果を表１にまとめる。表１の上部の略語「
ＳＣ」は比静電容量を表す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　酸素含有量が精製処理によって低下し、酸素の低減の程度が精製温度を上昇させること
によって増大したことがわかる。サンプル２および３の比静電容量は、重量測定および容
積測定基準の両方において、標準的な活性炭のものと本質的に同一であった。Ｎ2下、８
００℃で２時間の加熱処理によって精製した典型的な炭素サンプルの１つを、Ｍｉｃｒｏ
ｍｅｒｉｔｉｃｓ ＡＳＡＰ２４２０における窒素吸着を利用して測定した。ＢＥＴ表面
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積は１８２６ｍ2／ｇであり、全容積および微小細孔容積は、それぞれ、０．７５ｃｍ3／
ｇおよび０．６５ｃｍ3／ｇであった。
【表１】
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